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スーパービジョン経験が実習指導に与える影響に関する研究
The influence that supervision experience gives for training instruction
荒井　芳廣 *
Yoshihiro ARAI
＜キーワード＞
ハイチ，History of Ideas，20 世紀におけるアフリカのイメージ，M・レリス，
＜要　　　約＞
　20 世紀前半において，ハイチという国は様々な意味で注目を浴びた。大衆文化に始まり，
社会学，政治学，民俗学，文化人類学，音楽学，映画・演劇，文学など，ハイチと関わった
人々の活動領域は多岐にわたっている。そればかりでなく，彼らはそれぞれの領域で先覚的
な業績を残している。その意味で「ハイチ」は単に地理学上の概念ではなく，「観念の歴史」
（History of Ideas）で問題とすべき，「オリエンタリズム」と同様の，20 世紀思想史上の「観念」
の一つである。本稿ではその前哨としてヨーロッパ，とくにフランスで展開した美術，文学。
民俗学におけるアフリカのイメージの形成において核となったピカソの画商のカンワイラー，
その相続人であった詩人で民族学者の M・レリス，彼の友人であった A・メトローを取り上げ，
次回に取り上げる合衆国における「ハイチ」の観念の展開において重要な役割を果たした文
化人類学者 F・ボアズの意義について論ずる。
* 大妻女子大学　名誉教授
ハイチを愛した外国人たち(1) 20世紀文化史の重要なテーマの一つとして
（前篇）
Foreigners who loved Haiti :as one of the important themes of 20th century cultural history
(First part)
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始めに
　研究生活の大半をハイチの専門家ということで
通ってきた。実際にはフィールドワークに赴いた
回数はブラジル北東部，レシフェを中心とした地
域の方が多かった。この間の事情ついては別稿で
詳しく述べるが，とにかく 40 年にわたってハイ
チという地域と付き合ってきた。ハイチを選んだ
そもそもの動機は別として，ほぼ 1 年弱にわたる
ハイチでの生活を始めてすぐに自分の経験してい
るハイチの文化が日本人の描いているものとは大
きく隔たっていることを感じていた。特にその後
に知り合い，付き合うようになったハイチという
国に関心を抱いてくれる人々との隔たりを常に感
じてきた。常に貧困のハイチ，ヴォドゥのハイチ，
独裁国家ハイチというイメージであった。デュバ
リエ父子の独裁政治が終わって民主化の道を進み
始め，人々が民主体制を賛美していた時にも，そ
の違和感をぬぐうことはできなった。貧困，ヴォ
ドゥ，非民主制のハイチについて考察が必要でな
いということではない。40 年という時間の流れの
なかで，ハイチという国の様々な側面を調査する
一方で，そのための参考文献として，情報源とし
てハイチ人，外国人の研究成果を参照してきた。
その結果，20 世紀の初頭から中葉にかけて実に多
くの外国人による研究が集中してあることが分
かった。その主なるものを上げてみたのが表の 1
である。これは主にアメリカ合衆国の研究者のも
のであるあるが，視点が多岐にわたっていること
わかると同時に，本稿の後編で簡単に説明するが，
20 世の初頭から中葉にかけて，「ハイチ」は，単
なる調査地（地理学的概念）ではなく，この時代
の人文社会科学的認識を主導する「観念」として，
「存在」（ラヴジョイ 1913）のような形而上学的な
観念ではないが，「オリエンタリズム」（サイード
1993）と同様の「観念の歴史」の対象であったと
思われる。表 1 はそのことを明らかにしていると
思われる。
　「観念の歴史」は社会学的視点からは，概念の
内容の関連であるばかりでなく，その観念への凝
集を通じて形成される，社会的ネットワーク形成
の歴史である。このネットワークは表 1 には隠れ
ているが必ず「核」となる人物がいてこの人物の
周りにネットワークが形成され，その結果，一つ
の「「観念の歴史」が作り上げられるのである。
結論を先に行ってしまえばこの「ハイチという観
念」の歴史において，核となる人物は，M・レリ
スと A・メトローと F・ボアズであり，人種とし
ての「黒人」である。本稿の前編では，フランス
における「ハイチ」への関心を導いた M・レリス
と子の関心を上が衆国のハイチ研究者へと媒介し
たレリスの盟友，A・メトローを，後編では後年
国連の職員として南北アメリカ社会科学研究にお
いて指導的立場にあった A・メトローから，社会
的ネットワークから合衆国におけるハイチ研究の
流れを追ってみる。
１．M・レリスと A・メトロ―の出会い
　　―20 世紀初頭のフランスにおける
　　　アフリカへの文化的関心の高まり
　フランスを含めたヨーロッパ諸国のアフリカへ
の 関 心 は 文 化 に と ど ま ら な い（ 竹 沢 尚 一 郎 
2001,Blanchar & Chartrie 1993）。本稿ではでは後編
で詳述する 20 世紀初頭のアメリカ合衆国で展開
するハイチへの関心の高まりにおいて大きな役割
を演じた A・メトローと M・レリスの繋がりがど
のようなコンテキストで形成されたかを，そこに
展開されたネットワークを通じて明らかにしよう
と思う。それは「ハイチ」が単なる調査地として
地理的な概念ではなく，その時期の思想史をけん
引した一つの観念であったということである。こ
のテーマに関しては多くの研究者（昼間　2012，
Jamin　1982）が論じているので簡単に述べるにと
どめたい。
　M・レリスは，フランス人の詩人，著作家として，
その著作がわが国でも数多く翻訳されている著作
家であるが，「トロカデロ」と呼ばれた旧人類博
物館に属する民族学者でもあった。人類博物館は，
E・デュルケームの弟子であった P・リベによっ
て設立されフランス民族学の成果に基礎を置く博
物館であった。フランス民族学はデュルケームの
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人名（国籍） 生没年 ハイチにいた年代 活動分野 代表作・主なる活動
William
Seabrook（米）
1884-1993 1927 大衆作家 『魔術の島』ハイチにおけるゾン
ビ伝説
James G.
Leyburn （米）
1902-1993 1930 年代にハイチに頻繁に
訪れる
社会学 “The Haitian People”
Melville J.
Herscovits（米）
1895-1965 1934 文化人類学者 Life in a Haitian Valley
アフリカニズム
Zora Neale
Hurston（米）
1892?-1960 1937/03~1937/03,
1937/0507
作家、民俗学者 ハイチの民話研究
Harold
Courlamder
（米）
1908
〜 1996
Seabrook の本に影響され
ハイチに赴き、カリブ海諸
国の民族を調査。1960 年に
代 表 作 The Drum and the 
Hoe: Life and Lore of the 
Haitian People を出版
民俗学者 ハイチの民族音楽、民話研究
George
Simpson（米）
1922~1995 宗教社会学者 カリブ海地域におけるアフリカ系
宗教の比較研究
Alan Lomax （米） 1915-2002 1930 ～数か月 民族音楽学者 ハイチにおける民族音楽調査
Cantometorics
Katherine
Dunham（米）
1909-2006 1935 よりハイチを含めカリ
ブ海地域を 18 カ月間巡る。
後年もハイチを根拠にこの
地域をたびたび巡る
舞踊家 アフリカ系のダンスの研究とパ
フォーマンス
Maya
Deren（米）
1917-1961 18947, その後 1950 まで 3 回 映像作家 Divine Horsmen: The Living Gods 
of Haiti ヴォドゥ儀礼についての著
作とドキュメンタリー映画
Dewit
Peters（米）
1902-1966 1943-1966 画家、美術教師 画塾兼画廊「サントル・ダール」
主宰 ハイチのプリミティブ絵画の
発見と指導
Selden
Rodman（米）
1909-
〜 2002
1944,1949-51 美術評論家、
画廊経営者
ダウィト・ピータースの協力者、
合衆国におけるハイチ・プリミ
ティブ絵画の広報
Alfred Métraux
（→仏→米）
1902-1963 1948,1950 民族学者 “Le Vaudou Haitien,” ハイチの開発
Pierre Verger（仏） 1902-1996 1948 写真家 “Le Vaudou Haitien,” の掲載写真
Michel Leiris（仏） 1901-1990 1948,1950 作家、詩人、民族学者 ヴォドゥ儀礼の演劇的側面
Jean-Marie
Drot （仏）
1992- 1974-1975 映画監督、美術史家 ハイチ・プリミティブ絵画の歴史：
著作とドキュメンタリー映画
表１　合衆国におけるハイチ研究
図１　メトロ―＝レリスを取り巻くフランスの知的状況
A・メトロー =M・レリス
合衆国の人類学
黒人運動
シュールリアリズム A・ブルトン
M・グリオール
コレージュ・ド・ソシオロジー
G・パタイユ
（カンワイラー）
レリスの義父
ピカソの画商
ピカソ
J・コクトー
民族学博物館 ダカール・ヂブチ調査団
M・モース
フランス民族学
G・アポリネール
Ph・スーポー
アール・ネーグル
ジャズ
アフリカ美術
ハイチへの関心
表 1 へ
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もう一人の弟子であり女婿であった M・モースに
よって推進され，モースのもとには世界各地の
フィールドに赴き，その地域の古典的著作を煮残
している。A・メトローはスイス生まれのアルゼ
ンチン人であったが，同じく M・モースもとに学
び，南太平洋のフランス人植民地及び南北アメリ
カを専門とする民族誌家となった。すでに著作家
として著名であった M・レリスはアフリカの専門
家のグループに属していた。このグループには，
西アフリカのドゴン族について「ドゴノロジー」
と呼ばれるようになる精密な調査研究を残した
M・グリオール（M.Griaule, 1898~1956）がいた。M・
グリオールは何人かの民族学者とともにアフリカ
大陸を西から東へと横断する「ダカール・ジブチ
調査団」（la mission Dakar-Djibouti, 1931-1933）を
を組織す。この調査は何段階かにわたって実践
され，M・レリスは 1933 年に参加することを
通 じ て 民 族 学 者 と なる。この時の成果が La 
Langue secrète des Dogons de Sanga, Paris, Institut 
d'ethnologie, 1948 (réimpr. Jean-Michel Place, 1992 と
La Possession et ses aspects théâtraux chez les 
Éthiopiens de Gondar, Paris, Plon, 1954 であるが，後
者で M・レリスは，エチオピアのゴンダールの憑
依儀礼の参加者に何度もインタビューした結果，
「憑依」という現象を，通常とは異なる「意識の
変容状態」ではなく，ある役割を自覚的に演じる
一種の「即興演劇」という見方を示したが，A・
メトローの『ハイチのヴォドゥ』における憑依宗
教のとしてのヴォドゥに対する見方に影響を与え
たと思われる。
　この調査団はさまざまな学問的成果を上げた
が，フランス社会にとってそれとは別の影響を与
え，独特な特徴を備えていた。調査団の財政の一
部がフェザー級のボクシング世界チャンピオン，
アルフォンソ・ブラウンの試合や当時人気の的で
あった「レビュー・ネグル」やジャズのショーの
入場料収入を通じて一般市民の寄付で賄われたと
いう点である。調査団が持ち帰った彫刻や仮面，
儀礼用品などと接した，芸術家（詩人，画家，彫
刻家ら）の体験が当時の現代美術に与えた影響も
アフリカ文化が当時の西洋社会に与えた感性的側
面の影響として見逃すことのできない側面であ
る。下に挙げた 2 枚の写真はその証左として挙げ
られる出来事を映し出している。一つは，「自分
のトライバル・アートコレクションに囲まれた芸
術家」というテーマの展覧会のカタログの中のピ
カソの写真である。もう一つは1925年にパリ・シャ
ンゼリゼ劇場で腰にバナナを纏っただけで激しく
踊り，「強烈な野生」というアフリカのイメージ
を人々に残した（実はセントルイスという合衆国
の都市生まれの踊り子）ジョセフィン・ベーカー
の写真である。この踊りは，パリに住むあらゆる
ジャンルの芸術家が観たと言われる。この「黒人
レビュー」では，M・レリスはジョセフィン・ベー
カーを中心に，フランス民族学のもう一人の指導
者であった P・リベの教え子であり，「フランス民
俗 学 博 物 館 」（Musee des Arts et Traditions 
Populaires）を創設するなどフランス民族学にお
ける博物館行政政策を司った G・H・リヴィエー
ル（Georges-Henri Rivière，1897-1985）とのネット
ワークを築いている。
　M・レリスはまたアフリカ美術を主題とする文
章を書いているが，ピカソもその中の一人である。
そのうえ M・レリスはピカソの画商であったカン
ワイラー（Daniel-Henry Kahnweiler, 1874-1979）の
義妹で遺産相続人であるルイーズ・ゴドンと結婚
する。カンワイラーは 1921 年パリ郊外のブロー
ニュ・ビアンクールに居を構え，日曜日ごとに当
時の最先端のスタイルの画家であった A・マッソ
ンやブラックなどシュルレアリズムやキュビズム
の若い芸術家たちを集めた（「ブローニュ・ビア
ンクールの日曜日」と呼ばれた）。特にキュビス
トの J・グリは同じ地区にアトリエを構えた。M・
レリスは，シュルレアリズムの運動を通じて知り
合った A・マッソンによってカンワイラーと知り
合い，ルイーズと結婚したのである。マッソンは
後にカンワイラーと絶縁するが，M・レリスはシュ
ルレアリズムが主張する反植民地主義からも民族
学に関心を持ったのである。この民族学との出会
いから A・メトローとの出会いが生まれるが，シュ
ルレアリスム運動を離脱し雑誌『ドキュマン』を
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創刊した G・バタイユとも関係をもつがそれはバ
タイユとメトローが国立古文書学校の同窓生だっ
たことに由来すると思われる。M・レリスも『ド
キュマン』誌に誘われ，M・モース，レヴィ＝ブリュ
ルの民族学にインスピレーションを得た考察を展
開するバタイユ，ロジェ・カイヨワら寄稿者たち
とともに「コレージ・ド・ソシオロジ」に参加す
るが，やがてバタイユが形成する『アセファル』
には参加しなかった。しかし A・メトローとは生
涯交友関係を解消することがなく，1968 年にメト
ローが亡くなったさいには心のこもった弔辞を捧
げている。
　次に後編につなげるために，合衆国の文化史に
おいてもジョセフィン・ベーカーと同様の役割を
演じた女性のいたことをこの段階で言及しておこ
う。1 枚目はカリブ海地位の民族衣装を着て踊る
キャサリン・ダンハムの舞踏。次の 2 枚は土方巽
のグループKINJIKI　Studioの1960年初頭の舞台。
2 枚目はヴォドゥの儀礼のように生贄の鶏を抱い
て踊る大辻清司と土方巽。3 枚目は土方巽（左）
と大野慶人（右）の舞踏。興味深いのは BUTOH
であるにもかかわらず土方巽が白塗りではなく肌
を黒く塗っている点である。（写真は慶應義塾大
学アートセンター）
アフリカ美術に囲まれるアトリエのピカソ
パリの劇場で踊るジョセフィン・ベーカー
キャサリンダーハム
キャサリン・ダーハム舞踊団を観た後の BUTOH
5 
 
加しなかった。しかし A・メトロ―とは⽣涯交友関係を解消することがなく、1968 年にメ
トロ―が亡くなったさいには⼼のこもった弔事を捧げている。、 
 
        
（アフリカ美術に囲まれるアトリエのピカソ）（パリの劇場で踊るジョセフィン・ベーカー） 
 
後編につなげるために、合衆国の⽂化史においてもジョセフィン・ベーカーと同様の役割
を演じた⼥性のいたことをこの段階で⾔及しておこう。1 枚⽬はカリブ海地位の⺠族⾐装を
着て踊るキャサリン・ダンハムの舞踏。次の 2 枚は⼟⽅巽のグループ KINJIKI Studio の
1960 年初頭の舞台。2 枚⽬はヴォドゥの儀礼のように⽣贄の鶏を抱いて踊る⼤辻清司と⼟
⽅巽。3 枚⽬は⼟⽅巽（左）と⼤野慶⼈（右）の舞踏。興味深いのは BUTOH であるにもか
かわらず⼟⽅巽が⽩塗りではなく肌を⿊く塗っている点である。（写真は慶應義塾⼤学アー
トセンター） 
        
（キャサリンダーハム）  （キャサリン・ダーハム舞踊団を観た後の BUTOH） 
 
164
大 妻 女 子 大 学
人間関係学部紀要 人間関係学研究　20　2018
２．A・メトロー：1947 年，UNESUCO へ
　A・メトローは，アルゼンチン人の父親とグル
ジア人の母親のもと 1902 年にスイスのローザン
ヌに生まれの民族学者である。パリでは国立東洋
言語学校，高等研究院で学士号，ソルボンヌで博
士号を取得，M・モースや P・リベらの薫陶を受
ける。その間に南アメリカの少数民族の専門家で
あったアメリカ人文化人類学者であったジョン・
クーパー神父（1881-1949）」への書簡を通じて合
衆国の人類学を学んだ。この事実が 1941 年に合
衆国の国籍を取得，第 2 次大戦後，UNESCO の
常勤職員として合衆国の人類学者とともに様々な
社会科学プロジェクトを実行することの動機づけ
となっている。ユネスコの職員となって最初に取
り組んだのがハイチ北部のマルビアル（Marbial）
で行った「基礎教育」（Education de base）のパイロッ
ト・プロジェクトである。この地域は，農民の抵
抗運動が頻繁に起きた地域であり，この時期はカ
トリック教会による「反迷信キャンペーン」（ヴォ
ドゥ撲滅運動）が行われていた。この時の体験が
メトローの代表作となった『ハイチのヴォドゥ』
（1958）執筆の動機となった。
　『ハイチのヴォドゥ』に掲載されている，ヴォ
ドゥ儀礼の写真を写したのはピエール・ヴェル
ジェ（Pierre Verger, 1902-1996）である。メトロー
はヴェルジェとさらに別のネットワークを形成し
ている。彼は 30 歳の時から写真ジャーナリスト
として，世界各地のシャンを撮影し，LIFE 誌，
Paris Match 誌 , DailyMillar 紙に投稿していた写真
家であった。最終的にブラジルのサルバドールに
永住し，この地のアフロ・ブラジリアン宗教の聖
職者となり，奴隷貿易の歴史，アフリカのヴォドゥ
信仰，奴隷貿易地域の建築の歴史などアフリカ系
文化の様々な領域において業績を残している。メ
トローがハイチのヴォドゥの調査を行っている時
期もヴェルジェは，ブラジル，アフリカを精力的
に往復し取材を行っている。その日常はメトロー
との往復書簡集，Le Pied à l’étrier, Correspondance 
avec Pierre Verger, 12 Mars 1946 -5 Avril 1963, に詳
細に記されている。そこからもう一つのネット
ワークが形成されていることが読みとれる。ロ
ジェ・バスティード（Roger Bastide, 1898-1974）と
の絆である。彼は，サンパウロ大学の創立に際し
て招かれたフランス人学術団のなかの社会学者で
あった。彼はストラスブール大学出身で E・デュ
ルケームの宗教社会学の流れを継ぐ研究者であっ
たが，この時点ではフランス民族学の主流ではな
かった。ブラジルに渡ってからヴェルジェと同じ
バイアにおけるアフロ・ブラジリアン宗教である
カンドンブレの民族誌的調査を行い，『ハイチの
ヴォドゥ』と同じ年に『Camdonble da Bahia』とし
て刊行されている。アメリカ大陸におけるアフリ
カ系文化の比較研究の基本となるモノグラフとし
て，このネットワークは F・ボアズの弟子であっ
た M・J・ハースコヴィッツと繋がるもう一つの
ネットワークであり，この人文社会科学のネット
ワークとして統合することが，ユネスコの職員で
あったメトローの役割であった。
　ユネスコで A・メトローが行った最大の功績は
「反人種差別主義キャンペーン」の基本政策となっ
た「人種に関する声明」（Statement on Race, 1950）
と「人種の本質と人種差に関する声明」（Statement 
on the nature of race and race differences, 1951）であ
るが，これは大戦前に合衆国人類学者のフランツ・
ボアズが表明していた思想を具体化したもので
あった。
３．F・ボアズの人類学
　メトローがボアズの影響のもとに人種差別反対
に関する声明を作成し，人権擁護の思想を表明し
たのは第二次世界大戦後のことでであり，F・ボ
アズ自身は大戦終了前に亡くなっているので
（1858 － 1842）直接に指導されたわけではない。
またボアズは「ハイチ」について言及しているわ
けではない。しかし表―1 にまとめた合衆国にお
いて様々な分野 ( 宗教人類学，舞踊，民話研究，
民族音楽学，ドキュメンタリー映画，でハイチに
つ い て 重 要 な 言 説 を 残 し て い る 人 々 の 多 く
（Melville J. Herscovits, Zora Neale Hurston，Katherine 
Dunham）が直接的な指導を受けている。その他
165荒井　芳廣：ハイチを愛した外国人たち(1)20世紀文化史の重要なテーマの一つとして（前篇）
の人々も彼を通じて間接的な形でその精神を伝え
られている。調査技法としての「フィールワーク」，
文化概念としての「文化相対主義」など広い意味
での影響力は大きい。ハイチ研究に関しての個別
的説明は後編に譲りたいが，ボアズの人類学がな
ぜ現在も評価されているのかについての九州大学
教授の太田好信氏による言説を同じフィールド
（中米）を研究調査している池田光穂氏のまとめ
を参考にして簡略に述べよう。
「ボアズは文化相対主義を，どのようにして「人
類学の教義」として位置づけたのか……第一点は，
ボアズが主張した文化相対主義は，文化間の平等
だけでなく，ボアズが語りかける読者に対して，
読者も文化的に拘束された存在であり，その事実
への反省を促す作用――つまり再帰性――をもっ
ていたことである。第二点は，文化相対主義の歴
史的形成過程を考えるとき，第二次大戦中（敵国
であった）ドイツからの移民としてアメリカ合州
国で生活するという経験も重要な要因だったこと
を確認すること。……（その歴史的形成について
は）第一に，ボアズは相対主義を北米先住民たち
の間でおこなったフィールドワークの経験から導
き出した，第二に，それは移民の身体測定の結果
から得た発想である。第三にそれは，ニューヨー
ク市・ハーレムの黒人知識人との交流のなかから
生まれたものだ。第四に，彼はドイツの歴史哲学
で流行していたロマン主義的観念論に影響を受
け，そこから着想を得た」［太田 2005:45］。
＜フィールド調査＞
「ボアズが現地語によって書かれたテクストを収
集することに固執していた理由は，ボアズが現地
語に精通していなかったからだけでなく， クワ
キュートル人自らの手によって書き留められた資
料が，その文化を理解するうえではもっとも歪曲
の少ない資料となる，とボアズが考えていたから
である」 ［太田 2005:48］
「ボアズは，全米有色人種向上協会の機関紙『ク
ライシス』にもっとも頻繁に引用される社会科学
者であった。また，1906 年 W.E.B. デュボイスの
招待に応じ，ボアズはアトランタ大学での学位授
与式で演説をおこなっているが，その内容も黒人
卒業生たちに対してアフリカ社会の 文化，政治組
織，法体系の偉大さを説くものであった［太田 
2005:50-51］。
最後に
　表－ 1 に整理した 20 世紀初頭から中葉にかけ
ての合衆国における観念としての「ハイチへの関
心」において隠された要素としての「ボアズ＝メ
トロー」を論ずることが次の課題であり本稿の核
心であるが，これについては，「後編へ」（§4．「観
念の歴史」として「ハイチ」および §5．結語」「観
念としてのハイチの変容」）に書く予定である。
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